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佐
藤
長
門
著
『
蘇
我
大
臣
家
―
倭
王
権
を
支
え
た
雄
族
―
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
人
０
０
３
）

清
武
雄
二

　

本
書
は
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
中
葉
に
お
い
て
王
権
政
治
の
中
枢
で
活

躍
し
た
蘇
我
稲
目
、
馬
子
、
蝦
夷
、
入
鹿
の
人
物
伝
で
あ
る
。

　

蘇
我
氏
と
い
え
ば
王
権
を
私
す
る
専
横
な
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
近
年
で
は
倭
王
権
の
文
明
化
に
貢
献
し
た
開
明
的
な
氏
族
と
い
う
評

価
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
一
見
す
る
と
相
反
す
る
見
解
で
は
あ
る
が
、
ど

ち
ら
も
蘇
我
氏
の
政
策
・
政
治
行
動
と
い
っ
た
権
力
行
使
の
在
り
方
に
歴

史
的
評
価
を
下
す
所
論
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
本
書
は
こ
う
し
た

蘇
我
氏
の
功
罪
を
問
う
議
論
か
ら
は
ひ
と
ま
ず
距
離
を
置
い
て
い
る
。
著

者
の
佐
藤
長
門
氏
は
、
蘇
我
氏
が
立
脚
す
る
権
力
の
性
格
そ
の
も
の
に
視

点
を
定
め
て
お
り
、
蘇
我
氏
を
六
・
七
世
紀
の
王
権
構
造
に
無
理
な
く
位

置
付
け
た
「
等
身
大
」
の
歴
史
像
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
藤
氏
に
は
、
本
書
と
同
時
代
の
王
権
と
そ
の
権
力
の
構
造
を
論
じ
た

『
日
本
古
代
王
権
の
構
造
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
と
い

う
前
著
が
あ
る
。「
群
臣
（
ま
え
つ
き
み
。
大
夫
と
も
）」
と
呼
称
さ
れ
る

王
権
の
中
枢
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
合
議
体
制
の
歴
史
的
性
格
を
論
理
的
に
解

明
し
た
著
述
で
あ
る
。
は
か
ら
ず
も
本
書
で
は
、
佐
藤
氏
の
王
権
論
が
蘇

〔
紹
介
〕
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我
氏
と
い
う
最
も
著
名
な
氏
族
を
素
材
と
し
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
そ
の
内
容
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

大
臣
と
合
議
制

　
　

①
蘇
我
稲
目　
　

�

系
譜
と
出
自
／
政
治
的
台
頭
の
背
景
／
群
臣
の
範

囲
／
仏
教
導
入
／
外
戚
関
係
の
形
成

　
　

②
蘇
我
馬
子　
　

�

六
世
紀
後
半
の
王
権
継
承
／
蘇
我
系
大
王
の
誕
生

／
丁
未
の
役
／
壬
子
の
変
／
推
古
女
帝
の
推
戴
と

政
治
課
題
／
飛
鳥
寺
の
創
建
／
対
隋
外
交
の
展
開

　
　

③
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿　
　

�

推
古
の
後
継
問
題
と
蘇
我
氏
の
族
長
権
争

い
／
百
済
宮
家
と
斑
鳩
宮
家
／
皇
極
女
帝

の
即
位
／
癸
卯
の
変
／
乙
巳
の
変

　
　

そ
の
後
の
蘇
我
氏

　

著
者
の
視
点
は
、
序
章
を
な
す
「
大
臣
と
合
議
制
」
で
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
。
前
著
で
提
示
さ
れ
た
六
・
七
世
紀
の
王
権
構
造
・
合
議
体
制
が

平
易
か
つ
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
、
群ま
え
つ
き
み臣
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
合
議
（
大

臣
職
）
と
大
王
と
の
外
戚
関
係
こ
そ
が
蘇
我
氏
の
権
力
掌
握
に
と
っ
て
の

車
の
両
輪
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

冒
頭
で
は
、
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
「
蘇
我
大
臣
家
」
に
言
及
し
て
い
る
。

稲
目
以
下
の
蘇
我
氏
四
代
は
一
般
に
は
「
蘇
我
本
宗
家
」
と
呼
称
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
表
現
は
さ
し
た
る
説
明
も
な
く
使
わ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
著
者
は
、
直
系
継
承
が
確
立
し
て
い
な
い
同
時

代
に
「
本
宗
家
」
は
相
応
し
く
な
い
と
す
る
一
方
、「
大
臣
家
」
に
つ
い

て
も
「
家
」
の
未
成
立
や
蘇
我
氏
四
代
以
外
の
大
臣
職
就
任
の
事
例
等
か

ら
正
確
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
他
に
適
切
な
表
現
が
見
当
た
ら
な
の
で
便

宜
上
使
用
す
る
こ
と
を
率
直
に
表
明
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
、
大
臣
に
つ
い
て
も
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
臣
は

一
般
に
は「
お
お
お
み
」と
訓
じ
ら
れ
、氏
族
の
出
自
を
示
す
姓か
ば
ね

の
う
ち
、

臣お
み

姓
の
氏
族
の
代
表
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
著
者
は
、
臣お
み

姓
と
対
を

な
す
連む
ら
じ

姓
に
関
す
る
近
年
の
研
究
等
に
よ
っ
て
姓か
ば
ね

制
度
に
立
脚
し
た
理

解
を
斥
け
、「
群
臣
」
等
と
表
記
さ
れ
る
「
臣
ま
え
つ
き
み」
の
代
表
と
し
て
「
お

お
ま
え
つ
き
み
」
と
訓
じ
る
説
に
賛
意
を
示
し
、「
臣
ま
え
つ
き
み」

が
構
成
す
る

合
議
体
の
統
括
職
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

学
術
用
語
へ
の
配
慮
は
、
厩
戸
王
の
血
族
を
「
上
宮
王
家
」
で
は
な
く

「
斑
鳩
宮
家
」
と
す
る
こ
と
、
崇
峻
弑
逆
を
「
壬
子
の
変
」、
上
宮
王
家
滅

亡
事
件
を
「
癸
卯
の
変
」
と
す
る
こ
と
な
ど
随
所
に
見
ら
れ
、
本
書
の
特

徴
の
一
つ
と
い
え
る
。新
た
な
学
術
用
語
の
設
定
に
は
賛
否
も
あ
ろ
う
が
、

歴
史
性
や
史
料
と
の
関
係
を
き
っ
ち
り
と
説
明
し
た
用
語
の
使
用
は
、
読

者
を
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
解
き
放
ち
、「
等
身
大
」
の
歴
史
像
を
導
き
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出
す
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
配
慮
の
も
と
、
稲
目
以

下
四
代
の
人
物
伝
が
３
章
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
①
蘇
我
稲
目
」
で
は
、
蘇
我
氏
の
出
自
・
台
頭
に
関
す
る
言
及
が
前

半
部
を
占
め
る
。
蘇
我
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
百
済
と
の
関
係
や
外
戚

関
係
な
ど
蘇
我
氏
の
特
徴
的
な
政
治
行
動
に
着
目
し
た
見
解
が
多
い
が
、

本
書
で
は
、
臣お
み

姓
氏
族
の
氏
名
が
出
自
（
＝
本
拠
地
）
の
地
名
に
因
む
と

い
う
他
氏
族
と
同
様
の
出
自
原
則
を
重
視
し
た
整
理
・
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
氏
名
の
大
和
国
高
市
郡
曽
我
を
本
拠
地
と
み
な
し
、

台
頭
の
要
因
を
本
拠
地
周
辺
の
地
縁
に
基
づ
く
渡
来
系
集
団
の
政
治
的
統

括
と
管
理
・
運
用
に
求
め
て
い
る
。
著
者
は
、
蘇
我
氏
に
よ
る
渡
来
系
集

団
の
統
属
を
群ま
え
つ
き
み臣

の
職
務
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
稲
目
の
事
績
で

あ
る
仏
教
受
容
の
管
轄
、
渡
来
人
を
率
い
た
屯み
や
け倉

の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
も
、
群
臣
の
職
務
に
関
わ
る
活
動
と
し
て
い
る
。

　

蘇
我
氏
の
外
戚
氏
族
化
に
つ
い
て
は
、
群ま
え
つ
き
み臣
と
し
て
活
躍
す
る
稲
目

個
人
の
政
治
活
動
の
観
点
か
ら
論
述
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
は
外
戚
関

係
の
形
成
に
つ
い
て
、
臣お
み

姓
氏
族
で
あ
る
点
や
葛
城
氏
と
の
関
係
を
重
視

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
著
者
は
姓か
ば
ね

に
よ
る
婚
姻
規
制
を
六
世
紀
の
諸
事

例
か
ら
否
定
す
る
。
五
世
紀
に
外
戚
だ
っ
た
葛
城
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
、
所
生
王
子
の
後
見
を
果
た
す
実
力
が
重
要
と
し
て
外
戚
の
「
資
格
」

を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
考
え
方
を
斥
け
て
お
り
、
結
論
と
し
て
は
稲
目
個
人

の
政
治
的
力
量
を
第
一
の
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。
著
者
は
「
面
白
み
は
な

い
」
と
自
説
を
評
し
て
い
る
が
、
蘇
我
氏
を
特
別
視
す
る
諸
説
を
丁
寧
に

否
定
す
る
こ
と
で
稲
目
個
人
の
意
図
と
実
力
を
浮
き
彫
り
に
し
て
お
り
、

「
等
身
大
」
の
稲
目
の
歴
史
像
の
提
示
と
し
て
説
得
力
に
富
む
。

　

な
お
、
稲
目
の
墳
墓
に
つ
い
て
は
、
多
段
築
墳
と
し
て
注
目
さ
れ
る
都

塚
古
墳
に
比
定
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
著
者
は
稲
目
死
没
時
が
巨
大

前
方
後
円
墳
築
造
の
最
後
の
時
期
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
否
定
的
な
立

場
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
是
非
は
考
古
学
に
よ
る
検
討
の
進
展
を
待
つ
ほ

か
は
な
い
が
、
前
方
後
円
墳
の
終
焉
を
蘇
我
氏
の
開
明
的
性
格
と
安
易
に

結
び
つ
け
る
傾
向
へ
の
警
鐘
と
し
て
傾
聴
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

　
「
②
蘇
我
馬
子
」
で
は
、
ま
ず
は
敏
達
没
後
の
蘇
我
系
大
王
の
登
場
と

大
王
位
を
め
ぐ
る
抗
争
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
王
族
の
同

母
集
団
の
長
子
で
あ
る
「
大お
お
え兄

」
や
年
齢
・
人
格
的
成
熟
度
を
重
視
し
た

同
一
世
代
内
の
人
物
を
擁
立
す
る
世
代
内
継
承
と
い
っ
た
六
世
紀
後
半
の

継
承
原
理
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
叙
述
の
視
点
は
馬
子
の
権
力
掌
握
過
程

や
氏
族
間
の
抗
争
で
は
な
く
、
即
位
を
目
指
す
穴
穂
部
な
ど
の
王
族
に
据

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
丁
未
の
役
直
前
に
史
料
上
か
ら
姿
を
消
す

押
坂
彦
人
大
兄
の
行
方
や
宅
部
誅
殺
の
理
由
な
ど
も
推
察
さ
れ
て
い
る
。

史
料
が
乏
し
く
解
釈
の
幅
が
広
く
と
れ
る
問
題
な
の
で
異
論
は
唱
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
諸
説
の
論
点
整
理
が
的
確
に
な
さ
れ
て
お
り
、
研
究
状
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況
を
踏
ま
え
た
理
解
を
無
理
な
く
促
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
い
で
、
馬
子
に
よ
る
崇
峻
弑
逆
（
壬
子
の
変
）
の
背
景
が
述
べ
ら
れ

る
。
著
者
は
、「
王
殺
し
」
を
王
位
交
替
が
認
め
ら
れ
な
い
終
身
在
位
の

時
代
の
王
権
交
換
の
手
段
と
位
置
付
け
る
。
そ
の
上
で
東
国
計
略
と
任
那

復
興
政
策
に
注
目
し
、
対
処
を
あ
や
ま
っ
た
崇
峻
に
対
す
る
支
配
層
の
危

機
意
識
の
共
有
と
馬
子
へ
の
幅
広
い
支
持
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

推
古
期
の
馬
子
に
つ
い
て
は
、
冠
位
制
の
導
入
・
飛
鳥
寺
創
建
・
対
隋

外
交
等
を
馬
子
主
導
の
政
策
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。冠
位
制
に
つ
い
て
、

著
者
は
あ
ら
た
な
集
権
的
秩
序
の
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
す
る
一

方
、群ま
え
つ
き
み臣
層
に
階
層
分
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
。ま
た
、

王
族
・
大
臣
職
を
枠
外
に
置
く
冠
位
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
馬
子
は
首
席

群
臣
（
同
格
）
か
ら
王
権
代
行
者
（
別
格
）
へ
と
転
身
す
る
が
、
大
臣
職

は
合
議
機
関
か
ら
乖
離
し
、蘇
我
氏
が
孤
立
化
・
独
善
化
す
る
端
緒
と
な
っ

た
と
す
る
。
飛
鳥
寺
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
蘇
我
氏
の
関
与
は
仏
教
の
管

掌
を
委
託
さ
れ
た
行
動
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
飛
鳥
寺
を
蘇
我
氏
の

私
寺
と
す
る
見
解
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　
「
③
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
」
で
は
、
推
古
没
後
の
後
継
問
題
を
通
じ
て
蝦

夷
の
代
に
お
け
る
大
臣
職
・
群ま
え
つ
き
み臣

の
権
限
や
族
長
位
の
在
り
方
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
群ま
え
つ
き
み臣

の
合
意
を
謀
る
蝦
夷
の
行
動
を
彼
個
人

の
政
治
的
実
力
で
は
な
く
大
臣
権
力
の
性
格
の
問
題
と
し
て
叙
述
す
る
。

ま
た
、
蝦
夷
に
抗
う
蘇
我
摩
理
勢
の
言
動
か
ら
、
族
長
位
・
大
臣
職
が
直

系
的
世
襲
で
は
な
く
新
大
王
の
大
臣
任
命
に
よ
っ
て
決
す
る
不
安
定
な
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
群ま
え
つ
き
み臣
に
つ
い
て
は
、
推
古
の
後
継
候
補
が

事
前
に
二
名
に
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
権
限
は
自
由
裁
量
で
候

補
者
を
選
べ
る
も
の
で
は
な
く
、
王
族
側
の
立
候
補
と
前
大
王
（
推
古
）

の
遺
詔
を
前
提
と
し
た
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

皇
極
期
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
を
は
じ
め
と
し
た
諸
史
料
が
伝

え
る
蘇
我
氏
専
横
の
記
事
を
慎
重
に
分
析
し
、
蘇
我
大
臣
家
が
滅
亡
に
至

る
過
程
と
そ
の
要
因
が
描
か
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
山
背
大
兄
の
襲
撃
を

入
鹿
主
導
で
は
な
く
、
大
臣
蝦
夷
、
軽
王
（
孝
徳
）
ら
に
よ
る
統
一
作
戦

で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
乙
巳
の
変
に
つ
い
て
は
、
隋
・
唐
の
成
立
に
対

応
す
る
政
治
改
革
が
急
が
れ
る
中
で
、
世
襲
観
念
が
強
ま
る
大
臣
職
を
中

心
と
し
た
権
力
集
中
を
謀
る
蘇
我
大
臣
家
が
王
権
内
で
孤
立
を
深
め
た
結

果
、
蘇
我
大
臣
家
の
み
を
突
出
さ
せ
た
皇
極
王
権
の
レ
ジ
ー
ム
自
体
に
対

す
る
王
族
・
群
臣
の
異
議
申
し
立
て
だ
っ
た
と
論
述
す
る
。

　
「
そ
の
後
の
蘇
我
氏
」
で
は
、
あ
ら
た
に
外
戚
関
係
の
形
成
を
目
論
む

蘇
我
倉
家
の
姿
を
描
き
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
蘇
我

石
川
麻
呂
が
自
害
に
追
い
込
ま
れ
た
事
件
を
契
機
と
す
る
蘇
我
系
女
帝
と

蘇
我
倉
家
の
確
執
な
ど
、
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

蘇
我
氏
四
代
の
歴
史
像
を
客
観
的
・
論
理
的
に
再
構
築
し
た
本
書
は
、
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リ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
う
手
頃
な
分
量
で
あ
り
な
が
ら
、
六
・
七
世
紀
の
王
権

政
治
全
般
を
概
観
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
研
究
状
況
の
的
確
な
論
点

整
理
を
踏
ま
え
た
著
者
の
丁
寧
な
論
述
は
、
一
般
の
読
者
の
み
な
ら
ず
研

究
者
の
要
望
に
も
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
充
実
の
一
冊
と
い
え
よ
う
。

（
Ａ
５
変
型
判
、
一
一
二
頁
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
五
月
発
行
、

定
価
八
〇
〇
円
＋
税
）


